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博物館だより
お知らせ

９月は
「同和問題啓発強調月間」です

　同和問題（部落差別）をはじめと
する人権問題を解決するためには、
私たち一人ひとりが正しく理解し、
人権の意義や人権尊重の重要性に
ついて正しい認識を持つことが必
要です。
「部落差別の解消の推進に関する
法律」を知っていますか？
　同和問題に関する誤った認識や
偏見により、いまだに残る差別意
識をなくすため、平成 28 年に「部
落差別の解消の推進に関する法
律」が施行されました。この法律
は、現在もなお部落差別が存在す
ることを明言し、部落差別は許さ
れないものであるとの認識のもと
に、これを解消し、部落差別のな
い社会を実現することを目的とし
ています。
　強調月間をきっかけに、同和問
題を正しく理解し、自分自身の問
題として考えることで、差別や偏
見をなくしましょう。
問 人権政策課
☎ 30-6115　FAX 24-8577

新しく彦根市農業委員・農地
利用最適化推進委員が決定

　7 月に市長の任命により、第 24
期彦根市農業委員が決まりました。
各区域の農業委員は、農地転用の
許認可などを担当します。
　農地利用最適化推進委員は、担
当区域での担い手への農地の集積
･ 集約化や耕作放棄地の発生防止 ･
解消などに関する実践活動を行い
ます（これらに関するご相談は、農地利
用最適化推進委員にお願いします）。
※担当区域の詳細は、彦根市ホー
ムページをご覧いただくか、農業
委員会事務局へお問い合わせくだ
さい。
問 農業委員会事務局
☎ 30-6133　FAX 24-9676

表彰します
事業所の優良従業員
　市内の事業所などに勤務する従
業員で、市の産業の発展に尽力し、
功績が特に顕著な人を表彰します

（選出は事業所の推薦によります）。
対 ▶︎勤続年数 15 年以上　▶︎企業
の振興に寄与するなど表彰に値す
る人（詳しくは各申込先のホームページ
をご確認ください）
申 ９月 23 日㈬（必着）までに推薦
用紙を直接窓口

【提出先】地域経済振興課、彦根商
工会議所（中央町）、稲枝商工会（稲
部町）のいずれか　
他 推薦用紙は、各提出先にあるほ
か、彦根市、彦根商工会議所、稲
枝商工会のホームページからダウ
ンロードできます。
＜表彰式＞ 11 月 13 日㈮
問 地域経済振興課☎ 30-6119　
FAX 24-9676、彦根商工会議所☎
22-4551、稲枝商工会☎ 43-2201

彦根商工会議所
LINE アカウント登録募集

　市内の事業所や市民の皆さんに
向けて、経営（施策・補助金・金融・労
務・税務・セミナーなど）や生活（歴史・
観光など）のお役立ち情
報を発信します。右の
QR コードから、登録
できます。
問 彦根商工会議所☎ 22-4551

彦愛犬地域商工会
創業セミナー

　講義や演習を通じて、創業につ
いてのノウハウを身に付けるセミ
ナーです。　

 【セミナー】10 月 18 日、同 25
日、11 月 1 日、同 8 日、同 15 日
【個別相談会】11 月 29 日　
いずれも日曜日の10：00〜16：00　
場 愛荘町商工会 愛知川支所

（愛知郡愛荘町愛知川）　　
定 20 人（先着順）　￥ 3,000 円
申 愛荘町商工会ホームページの
問い合わせフォーム（下の QR コー
ド）（内容欄に「創業セミナー受講希望」、
その他必要項目を入力）
問 愛荘町商工会
☎ 42-2719　
FAX 42-5608

第 70回滋賀県統計グラフ
コンクール作品募集

　滋賀県統計協会では、統計の数
字を分かりやすいグラフに表現し
た作品を募集します。詳しくは滋
賀県ホームページをご覧ください。
対 県内在住・在勤・在学
申 10 月 2 日㈮ 17：00（必着）ま
でに郵送　
問 滋賀県統計協会（ 統計課内）

（〒 520-8577　大津市京町四丁目 1-1）
☎ 077-528-3393　
FAX 077-528-4835
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能楽が幕府の式楽（し
きがく）に定められた江
戸時代、諸藩でも盛んに
能が行われました。彦根
藩井伊家も役者を召し抱
え、彦根城表御殿や江戸
上屋敷などに能舞台を建
設したことが分かってい
ます。本展では、彦根藩
井伊家の能楽について初
めて紹介します。

■【休館日のお知らせ】9月1日㈫
■ 9月16日㈬、17日㈭は、展示替えのため一部休室します。

9月18日㈮～10月19日㈪
「彦根藩井伊家と能楽」

常設展示「“ほんもの"との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来した名宝を中心に80点
あまりを展示しています。

10月18日㈰まで

金地花車蒔絵硯箱常
設
展
示
の
名
品

きん

▲唐織 茶地太鼓革繋ぎに菊折枝文様

ひ こ ね い い け

じ ぐるま えま き

硯、水滴、筆などの筆記具一式を納める硯箱。蓋の
甲に枝垂桜や牡丹、梅、水仙などの四季折々の花々を

▲金地花車蒔絵硯箱

は な

載せた花車の文様
を金蒔絵（きんま
きえ）の技法で表
した、豪華な意匠
の作品です。

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
http://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

■ 展示解説　9月20日㈰　14：00～14：40
    解説：当館学芸員　　場所：講堂
　 当日受付（先着25人） ※無料（観覧料は別途必要）

は ん

すずり ばこ

金亀・荒神山・庄堺公園
フォトコンテスト 2020

　市内の３つの公園で撮影され
た風景や人などの写真を募集し
ます。優秀な作品は表彰します

（副賞あり）。
対 令和 2 年 4 月 1 日〜同 12
月 25 日の期間に撮影された写
真（庄堺公園は、バラ園・しょうぶ園・
ハーブ園に限る）

応募期限  12 月 25 日㈮（必着）
※写真の規格や応募方法など、
詳しくは各公園のホームページ
をご覧ください。
問 髙木・技研特別共同体

「公園フォトコンテスト」係
☎ 21-3923

スマートフォン
や携帯電話でも
応募できます！

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、掲載している各事業の実施を中止・延期することがあり
ます。開催の有無や詳しい情報は、お問い合わせください。


